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はじめに

　近年日本の大学でもグローバル化並びにグローバル人材育成のための教育の必

要性が叫ばれ始め、国際学部や国際教養学部などを新設した大学もいくつかある。

しかし英米、西欧、カナダ、豪州の大学に比べると日本の大学のグローバル化は

概してまだまだ遅れている。少子化に伴い志願者数が定員割れの私立大学や地方

の国公立大学において、グローバル化に成功するか否かは、その大学の将来を左

右する決め手になることは確実だ。

　それでは具体的にどうしたら大学はグローバル化に成功できるのであろうか。

英国の大学では 2000 年以来、グローバル化が急速に進み、留学生数が激増し、

わずか 10 年間でグローバル化に成功した例も多く見られるようになってきた。

　私事で恐縮だが、私は 1980 年代後半に英国国立レスター大学大学院の英文学

科の修士課程で勉強するために渡英し、その後成城大学の現在姉妹校である英国

のシェフィールド大学大学院の歴史学科の博士課程に進学した。その間、同大学

の東アジア学部にて専任講師の職を得て、10 年以上に亘り教鞭をとり、その後

はスコットランドの名門校エジンバラ大学に上級研究員として 2005 年 3 月まで

勤務した。私は英国の大学の現場に直接身を置いた経験から、2000 年以降英国

の大学がどのようにグローバル化に向け本格的に取り組み始めたか、また最初の

5 年間の発展状況を目のあたりにした。2005 年 4 月に日本に帰国した後も、英国

のかつての同僚や研究仲間から、それ以後のグローバル化の更なる発展や成功に

ついて耳にすることも多かった。そこで私は日本の大学におけるグローバル化の

必然性を痛感し、英国の大学のグローバル化に関する詳しい最新情報を入手した

いと思うようになった。

　しかし残念ながら英国の大学のグローバル化というテーマが比較的新しいため
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だろうか、このテーマについて英語で執筆された著作や論文は数少なく、更に日

本語で書かれたものは、私の知る限りではほとんど存在しない。そのため拙稿執

筆のため、2014 年夏に渡英し、オックスフォード、ロンドン大学のインペリアル・

カレッジ、オックスフォード・ブルックス、ノッティンガム、レスター、シェフィー

ルド・ハラム、デモン・フォート大学を訪問した。そしてこれらの大学に設置さ

れた日本の国際交流室に相当するインターナショナル・オフィスや留学生のため

の英語教育に携わっている ELT（語学研修）センターを訪ね、その部門の関係者、

大学教員、副学長などを対象に聞き取り調査を行った。また他の複数の大学のイ

ンターナショナル・オフィスにも電話を入れ、インターナショナル・オフィサー

から貴重な情報を入手することができた。加えてレスター、シェフィールド、オッ

クスフォード、ケンブリッジ、ロンドン大学で過去に留学生として学んだ経験の

ある人たち、現在留学中の学生たちからも話が聞けた。更に英国の数多くの大学

が配布している留学生のための小冊子やパンフレット、インターナショナル・オ

フィスがまとめた留学生に関するデータも入手した。本稿執筆にあたっては、前

述した貴重な資料や聞き書きから得られた情報はもちろん、各大学のインターナ

ショナル・オフィスのホームページに掲載されている留学生に関する最新情報も

最大限に活用した。

　本稿では、日本では今までほとんど紹介されてこなかった英国の大学のグロー

バル化に焦点を当て、実際グローバル化に成功した大学をいくつか取り上げ、ケー

ス・スタディを試みた。グローバル化に乗り出した理由やその発展過程をたどる

と共に、その成功理由も吟味したい。また数多くの留学生を抱えている大学にお

ける、かれらのための英語教育についても考察したい。最後に日本の大学がグロー

バル化を達成するためには、英国の事例からどのような点を参考にすべきなのか

も明らかにできればと思う。

英国の大学におけるグローバル化の歴史

（１）バッキンガム大学の場合

　英国の大学の中でいち早く、グローバル化に乗り出し、成功した大学はバッキ
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ンガム大学である。同大学は、英国の 134 校の大学の中で、ただ一つの私立大学

で、オックスフォードから車で 1 時間ほどのバッキンガム州にあり、ロンドンに

も比較的近い。1976 年に University College of Buckingham として、当時教育科学

大臣（日本の文部科学大臣に相当する）であったマーガレット・サッチャーが開

校した。(1) その後、英国初の女首相になり、10 年以上に亘りその座についていた

が、退任後は、1993 年から 1998 年まで同大学の総長 (Chancellor) を、それ以降

は名誉総長を務めた。(2) このようにサッチャー元首相と同大学が深い関係にあっ

たことはよく知られているが、同大学創立を決意したのは一体誰だったのだろう

か。国の資金援助を受けて運営している国立大学は、国の指示に従って大学教育

を行わなければならない。その現状と国立大学の方向性に絶望した一握りのオッ

クスフォード大学の大学教師たちが中心となって、同大学は設立された。(3) 自分

たちの理想とする大学教育を行うには、国から干渉されない私立大学の設立が唯

一の策だと考え、オックスフォード大学の誇る少人数教育とチュートリアルを取

り入れた英国初の私立大学創立に至った。(4)

　設立当時の学生数はわずか 65 人であり、同大学が生き残れるか否かは、短期

間で学生数を大幅に増加できるかにかかっていた。(5) この目的を実現するには、

多くの留学生を受け入れることが必要だった。トニー・ブレア政権時代の 1997

年まで、他の国立大学で学ぶ学生たちの授業料、生活費は、各学生の出身地であ

る州の教育委員会によって支払われていた。(6) しかしバッキンガム大学は唯一の

私立であったため、英国人学生たちは、こういった援助を一切受けることができ

ず、高額の授業料を支払わなければならなかった。当然のことながら、同大学を

志望する英国人の数は極めて少なく、到底定員数には達せず、留学生で定員数を

満たすしかなかった。

　同大学は、1983 年にエリザベス女王が、勅許状 (Royal Charter) を授与するまで、

学位授与機関として認可されていなかった。(7) そのため設立から 1983 年までは、

同大学の学術的水準が他の国立大学と比較してかなり低かったことも事実だ。(8)

日本と違って英国には大学入学試験がない。(9) その代わり、英国人の学生が大学

に進学するための必要最低条件は、各自が選択した 3 教科の A (Advanced) level  

（上級過程）の試験に合格することである。(10)  A レベルの試験結果には A、B、C、
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D、E、F、G のランキングがあり、A、B、C、D が合格で、E、F、G が不合格

で、もちろん A がトップのランキングで、特に成績優秀な学生には A スターが

つくこともある。(11) 各大学の各学科では、日本の偏差値ほど厳密に数字化されて

はいないが、志願者が必要最低限満たさなければならない 3 教科の A レベルの

グレード基準を設定し、公表している。たとえば私が以前勤務していたシェフィー

ルド大学を例に挙げると、医学部や法学部に入るためには 3 教科の A レベルの

成績が AAA でなければならず、英国人に人気がある歴史学部の場合は、3 教科

が AAB 以上でなければならない。しかし、私が所属していたような東アジア学

部のように英国ではマイナーな言語とみなされている日本語、韓国語学部では、

BBC 以上で入学が許可されるという、同じ大学でも学部によりかなり入学条件

が異なるシステムが導入されている。オックスフォード、ケンブリッジ大学では、

どの学部でも、AAA のグレードの取得が当然のように要求され、面接も課され、

その結果も大いに考慮される。(12) 他大学でも医学部、歯学部、法学部に入るため

にはやはり AAA が必要となる。(13) 英国の『タイムズ』紙が毎年発表している英

国の大学の総合評価で、オックスフォード、ケンブリッジ大学以外で上位 20 校

に常時ランクインしているロンドン、エジンバラ、ダラム、シェフィールド、レ

スター大学に入るのはかなり難しい。(14) しかしかつてはポリテクニックと呼ばれ

た総合技術専門学校から大学へと昇格した新大学 (New Universities) への学部入

学には、A レベルの好成績は通常必要なく、CCD のような低い成績でも入学で

きると聞く。(15)

　バッキンガム大学の場合、学位授与機関として認可されていなかった 1983 年

までは、3 教科が A レベルの合格点に到達していない英国人学生も多く入学させ

ていたようだ。(16) 前述したように同大学は英国人の学生でも授業料が有料で、そ

の額も高額であったため、1983 年以後も、国立大学に入学できる能力がある者は、

バッキンガム大学への進学など考えてもみなかった。1998 年以降国立大学の授

業料が有料化した後も、自ら進んで同大学を希望する学生は大変限られていると

聞く。(17) そのため同大学の入学条件は他の国立大学ほど厳しくなかったので、A

レベルで良い成績が得られず国立大学に入学できなかった、比較的裕福な家庭出

身の英国人学生が入学してきたと考えられる。したがって英国人学生の知的レベ
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ルも比較的高くなかったことで、他の国立大学に比べて学士号が取得しやすかっ

た。このことは留学生にとっては魅力的であったと考えられる。

　また前述したように、同大学の設立に貢献したのが、オックスフォード大学に

勤めていた教員たちであったことから、講師陣は、極めて充実しており、オック

スフォード大学で博士号を取得しているような高学歴で、研究業績も多い、非常

に優秀な比較的若手の学者が揃っていた。更に同大学は創立以来、オックスブリッ

ジ（オックスフォード大学とケンブリッジ大学）方式の少人数教育を掲げ、現在

でも教員 1 人につき学生 10 人という比率を維持している。(18) 授業形態は少人数

クラスの講義やセミナー、週一回のチュートリアルで、きめ細かな指導は定評が

ある。更に経営学部では、現役の企業家や一流企業の元役員などが教壇に立ち、「理

論とともに実践、実学を重視し、社会に出てすぐ即戦力となる人材の育成」も推

進してきた。(19)

　このような地道な努力が実を結び、学生数は 1984 年には 500 人、2013 年の 4

月には 1,261 人までも増えた。英国の『タイムズ紙』が発表した「英国の大学生

満足度調査」では、2006 年の同調査開始以来、同大学は毎年全英第 1 位に選ば

れている。(20) また 2014 年の『ガーディアン紙』の総合大学ランキングでも、同

大学は全英総合 25 位に選ばれた。(21) 加えて留学生のための支援にも長年力を入

れてきており、かれらの英語力向上を図る無料の語学コースも学期中に運営され

てきた。

　更に他の国立大学では、1990 年ごろまで 3 学期制 (three term system) が導入

されていて、その後はアメリカの教育システムに倣う 2 学期制 (two semester 

system) が取り入れられるようになった。一方バッキンガム大学では設立当初か

ら現在に至るまで、夏期、冬期休暇を大幅に短縮することで、1 年間に 4 学期制

を組んでいるため、（他の国立大学のほとんどの学部では通常 3 年間かかる）学

士号を 2 年間で取得することができる。このことも留学生にとっては極めて魅力

的である。

　このような理由から、バッキンガム大学で学ぶ留学生の割合は常時 50％以上

を占めるまでに至った。2013 年 4 月の英国の『デイリー・テレグラフ紙』によ

ると、同大学において留学生が占める割合は 59 パーセントで、同紙の調査結果
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から、バッキンガム大学は英国で最もグローバル化していることが明らかになっ

た。(22) 設立当初、留学生の多くは、旧英国植民地であった香港、インド、パキス

タン、シンガポール、ナイジェリア出身であったが、現在は、世界約 80 カ国か

らの留学生が学んでいる。その内訳は、アジアからの留学生が最も多く、オース

トラリア、ニュージーランド、アジアからの留学生が、同大学の全学生数の約

20 パーセンも占める。(23) また EU（欧州連合）からの留学生は 9 パーセント、ア

フリカ中南部からは 6 パーセント、中東並びに北アフリカからは 5 パーセント、

アメリカ、カナダ、カリブ諸島からは 4 パーセント、欧州連合以外のヨーロッパ

の国々からは 2 パーセントである。(24)

　留学生数の増大に伴い、財政的に豊かになったバッキンガム大学は、バッキン

ガムのキャンパスの敷地面積を拡大すると共に 2009 年にはロンドンにもキャン

パスを開校した。更に新学部を次々と設立していった。設立当初からあった人文

学部、経済学部に加えて、1990 年代には法学部、理学部、2007 年には医学部、

2013 年には歯学部も設置された。医学部、歯学部では、米国をはじめ各国から

経験豊かな現役の医師、歯科医を招聘し、教員のグローバル化にも努めた。この

ような大学の目覚しい成長につれ、学術レベルも向上し、各学部により異なるが、

入学条件の A レベルの結果も、平均して BBC 以上が要求されるまでになった。

バッキンガム大学のグローバル化は、理想的な成功例として他の国立大学にとっ

て大いに参考になるものである。

（２）国立大学の場合

（A）2000 年以前の留学生

　1945 年から 1990 年までに、バッキンガム大学以外の英国の国立大学の留学生

数は、ごくわずかだったが、これを証明する信頼のおけるデータが見つからなかっ

たので、聞き書きの手法と実体験を基に解説してみたい。まず 1940 年代後半か

ら 1950 年代前半にレスター大学で歴史学を学んだエリック・ジョンとフランス

語を学んだアン・ジョンに話を聞いた。
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その当時レスター大学には、戦時中兵役に就き、戦後戦地から戻った 30 代

の男性が非常に多く、留学生はほとんど見かけなかった。ただアメリカ人の

学生が数人いたことと、旧英国の植民地だったインド、南アフリカからの留

学生が 2、3 人いたことは覚えている。(25)

また 1950 年代後半にロンドン大学のロンドン・スクール・オブ・エコノミック

スの歴史学部の学部生だったゴードン・ダニエルズ（現シェフィールド大学名誉

教授）は次のように語ってくれた。

他の大学に比べて、ロンドン・スクール・オブ・エコノミックスには当時留

学生が多いとされていたが、それでも 1 パーセントには到底及ばなかったと

思う。ほとんどの留学生は、アメリカ、カナダなどの英語圏か旧英国植民地

だった南アフリカ、インド、パキスタンの出身で、母国あるいは英国政府の

奨学金を得て勉学に励んでいた。当時はロンドンでも日本人を見かけること

はほとんどなく、私の大学には日本人学生が 1 人だけいたのを覚えている。(26)

ロンドン・スクール・オブ・エコノミックス卒業後ダニエルズは、オックスフォー

ド大学の博士課程に 1960 年代前半に進学したが、その当時のオックスフォード

の留学生について次のように述べてくれた。

オックスフォード大学で勉強する留学生数は、ロンドン・スクール・オブ・

エコノミックスの数よりずっと少なく、留学生の出身国は、アメリカ、カナダ、

オーストラリアなどの英語圏かインド、パキスタン、南アフリカなど旧英国

植民地だった。アメリカからの留学生は、フルブライトやローズ財団の奨学

生で、大変優秀な学生ばかりだった。旧英国植民地からの学生たちも、彼ら

が話す英語には強いなまりがあったが、高度なレベルの英語力を習得してい

る各国のエリートで、教養豊かで、英語を上手に話せない留学生は一人もい

なかった。(27)
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1960 年代後半、オックスフォード大学で学部生としてエンジニアリングを学び、

その後ケンブリッジ大学の博士課程に進んだロドリック・スミス（現ロンドン大

学インペリアル・カレッジ教授）にも聞き書きを行った。

当時オックスフォードで多くの外国人を見かけたが、その大半は、オックス

フォードの語学学校で短期間学ぶ留学生であり、オックスフォード大学の学

生ではなかった。そのころオックスフォード大学のほとんどのカレッジは男

女共学ではなく、男子だけの入学を認めており、女子大はセントヒルダズカ

レッジ、サマビルカレッジなど数えるほどしかなかった。留学生もその当時

はあまり見かけず、アメリカ、オーストラリアなど英語圏からの留学生がほ

とんどで、フルブライトやローズなど有名財団からの奨学金を受けた頭脳明

晰な学生ばかりだった。パキスタン、インド、南アフリカなどイギリス連邦

(Commonwealth) 諸国からの学生も何人かいたが、政府派遣の外交官や奨学

生でない場合は、王族出身者か極めて裕福な家庭の子弟であった。ケンブリッ

ジ大学で博士課程に入った 1970 年代前半から、留学生の数も徐々に増えて

きたが、やはり英語圏、イギリス連邦の出身者ばかりであった。(28)

1970 年代前半から後半にかけてケンブリッジ大学で学部並びに博士課程で歴史

学を学び、その後同大学で 1982 年まで教鞭を執ったキース・スネル（現レスター

大学教授）の話では、

1970 年代のケンブリッジ大学の留学生と言えば、やはりアメリカ、カナダ、

オーストラリア、ニュージーランド出身者が多く、留学生は学部より博士課

程に多く在学していた。学部時代には少数ながら、フランス、オランダ、ド

イツ、イタリアからの留学生もいたが、皆バイリンガルで英語を流暢に話し

ていた。同級生の中にはインド人も何人かいたが、ほとんどが英国のパブリッ

クスクールを卒業後ケンブリッジ大学に入学してきたので彼らも語学になん

ら問題はなかった。また当時ハーバード、プリンストン、イエール大学で博

士号を取得した極めて優秀なアメリカ人が、教員並びに研究員としてケンブ
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リッジ大学で何人か働いていたことも覚えている。(29)

1980 年代の前半から半ばにかけてレスター大学で学んだマリア・コリンズ、シー

ラ・レントン、ジョニー・レントン、サム・レントン、イアン・マケーにも当時

の同大学における留学生について話を聞いてみた。全員が覚えている留学生とい

えば、やはりアメリカ、カナダを中心とした英語圏、フランス、ドイツ、ベルギー

などのヨーロッパ圏、香港、シンガポール、マレーシアなどの出身者で、英語を

母語としない学生もアクセントはあるが流暢な英語をしゃべっていたと語ってく

れた。(30) 彼らの記憶は、レスター大学の大学院の修士課程で 1980 年代後半に学

んだ私の記憶と一致する。

　1980 年代後半、私がレスター大学の大学院に入学した時キャンパス内で出会っ

た留学生は、フランス、ドイツ、スペイン、オランダ、ギリシャなどのヨーロッ

パ圏か、アメリカ、カナダなどの英語圏、キプロス、台湾、マレーシア、シンガポー

ル、シリア、インド、ジャマイカ、香港出身であり、日本からの留学生は 5 人ほ

どで、中国本土からの留学生は 1 人もいなかった。香港、マレーシア、シンガポー

ルからの学部の留学生の多くは、英国で中等教育を受け、3 教科の A レベルの試

験に合格した学生たちで、皆英語が堪能だった。ヨーロッパ圏からの留学生たち

の英語レベルも極めて高かった。自国で初等教育から英語を勉強し、英語の授業

は、英語が母語でない教師でも、すべて英語のみを用いて行われていたので、英

語の講義、英語でのレポート執筆、英語のプリゼンやディスカッションにも全く

戸惑うことはなかったと述べていた。(31) このように当時のレスター大学で出会っ

た留学生たちは、入学以前に上級レベルの 4 技能にわたる英語力を身につけてい

て、それが入学条件にもなっていたことから、留学生のための英語コースも存在

していなかったし、その必要もなかった。ただ、学期中週 1 回夕方の 6 時から 8

時まで海外の大学からレスター大学に派遣された訪問教授 (visiting professor) や

訪問研究員対象の英会話のクラスがあったことは覚えている。

　私の場合、レスターの修士課程に応募した時、英検 1 級よりかなりハイレベル

なケンブリッジ検定の上級試験に合格していたにもかかわらず、英語で執筆した

学部の卒業論文提出と応募した学部の学部長との 1 時間に亘る面接が入学条件に
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も加えられ、この２つの審査に合格した後やっと入学が許可された。当時レスター

大学だけでなく英国の国立大学ではどこでも、現在では到底考えられないほど、

留学生に対する入学条件は厳しかった。これは英国の大学が誇りとし、国際的に

認知されていた各コースの高い学術水準を保つ方法だった。同時に当時の英国の

大学は、自国の優秀な学生にハイレベルでアカデックなトレーニングをし、次世

代のブレーンを育てることを大きな目標としていたためだと思われる。(32)

　私がシェフィールド大学に勤務していた 1990 年代には、留学生の受け入れに

関していくつかの変化が見られた。シェフィールド大学にはいち早く日本の国際

交流室に相当するインターナショナル・オフィスが設立された。(33) 当時現代語学

部 (Modern Languages Department) では、フランス語、ドイツ語、オランダ語、ロ

シア語など様々な現代語を学ぶことができ、私の所属していた東アジア学部では、

日本語、韓国語、中国語が教えられていた。1990 年代の初めから、これらの言

語を専攻する学生たちは、3 年次に専攻言語が話されている国に 1 年間留学する

ことが義務付けられるようになった。これに伴い大学側は、インターナショナル・

オフィスが中心となって、これらの言語が話されている国々の多くの大学との姉

妹校提携に力を入れるようになり、提携校の数も急増した。その結果海外の提携

校からの交換留学生も多くなった。特にフランス、ベルギー、ドイツ、オースト

リア、スペイン、オランダ、デンマーク、スウェーデンのようなヨーロッパの大

学からのエラスマス学生と呼ばれる学生数が急激に増加した。(34) このような短期

留学生の英語レベルは、それまで受け入れてきた学部並びに大学院で学位取得の

ために学ぶ留学生の英語レベルよりはるかに劣っていた。そのため前者の英語の

4 技能（英語の講義やセミナーについていけるようなリスニング力、英語のプリ

ゼンやディスカッションができるくらいのスピーキング力、英語の速読力、英語

でのエッセイが書けるライティング力）を短期間で、入学前の夏休み中並びに学

期中に養う中級レベルの英語のクラスの設置が必要となった。その結果英語を第

二外国語として教える専門教員を雇用し、ELT（英語語学）センターを設立する

ことになった。こういった動きはシェフィールドだけでなく、他大学でも多く見

られるようになった。しかし 2000 年ごろには、英国の大学で学位取得を目指す

留学生の大半は、アメリカ、オーストラリア、カナダなどの英語圏や、ヨーロッ
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パの先進国、アフリカ、インド亜大陸、東インド諸島など旧英国植民地出身者で

あり、その数も限られていた。

（B）2000 年以後の留学生の急増とその理由

　2000 年以降英国の大学では前述した国々以外、特に中国、ブラジル、アラブ

諸国出身の留学生数が増え始め 2010 年以後急増した。なぜ英国の多くの大学が

大量の留学生受け入れに踏み切ったのか。その主な理由は、英国の多くの大学が

2000 年を境に財政難を少しでも解消するための手段として、本格的なグローバ

ル化に乗り出したからだ。マーガレット・サッチャー、ジョン・メージャーの保

守党政権時代における大学教育に対する緊縮財政、特に人文系に対する政府の資

金援助金の減少は、多くの学部を深刻な財政難へと陥れた。(35) 1997 年の総選挙で

長年に亘って政権を担ってきた保守党が敗れ、当時 44 歳のトニー・ブレア首相

率いる労働党が政権を握った。ブレアは総選挙前に教育予算の大幅な増加を公約

として掲げていたので、大学関係者たちは彼に大きな期待を抱き、総選挙では労

働党に投票する者が多かったことも理解できる。首相就任後、彼は初等、中等教

育に対しては公約どおり予算を増やし、教育改善に積極的に努めたが、大学教育

の予算はほとんど増やさなかった。(36) 以前の保守党政権同様、ブレア政権は理数

系への財政援助は現状のままだったが、人文系で特に研究業績をあげていない学

部への援助資金を大幅に削減した。この決定の目安として用いられたのは、1990

年以来 4 ～ 5 年ごとに政府が実施してきた RAE （Research Assessment Exercises）

と呼ばれるものであった。(37) これは、大学の各学部のそれぞれのアカデミック・

スタッフの研究業績を 5 段階で評価し、全員の数値を足して人数分で割った値が、

平均値以下の 1 あるいは 2 と格付けされた学部は、政府の援助資金が減らされた

り打ち切られたりするものであった。ブレア政権時代に唯一新設、増設された人

文系の学部は、中国語学部であった。ブレアは、将来英国の経済、貿易発展に極

めて重要になる国は中国だと考え、大学での中国語の習得を促すため、かつて日

本語学部を支援していた援助金を大幅に削り、その資金を中国語学部に注ぎ込ん

だ。(38) その結果多くの日本学部は縮小あるいは閉鎖に追いこまれ、かなりの数の

中国語学部が新設された。(39)
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　労働党への政権交代を機に、新政府の大学予算の大幅な増加を期待し、保守党

政権時代の赤字財政を立て直そうと考えていた大学側の思惑は、見事に打ち砕か

れてしまった。ブレア政権が大学財政立て直しを図った唯一の政策は、英国人学

生に対する授業料の有料化であった。前述したように、英国の大学生にはそれま

で地元の教育委員会から授業料、生活費が支払われていたが、1998 年から学生

たちは、年 1,500 ポンドの授業料を所属大学に支払うことになり、2006 年からは

更に年 3,000 ポンドに値上げされた。(40)

　しかし英国学生からの授業料収入だけでは赤字財政は改善されず、多くの大学

が財政難を解消するために講じた策は、留学生の数を積極的に増やすことであっ

た。1985 年から 1995 年まで、文科系留学生の授業料は、年 3,500 ～ 4,500 ポンド、

理科系、医学系は 7,000 ポンド程度だった。1998 年以後、前者は約 2 倍の年 9,000

ポンド、後者は 14,000 ポンドにまで値上げされた。(41)

　多くの大学は英語を母語とせず、英語のアカデミック・トレーニングを受けて

いない留学生をも多く受け入れることを決断した。この計画を成功させるため、

次のようなことを実行した。まず 1990 年代にインターナショナル・オフィスを

開設した大学ではその規模を大きくし、なかった場合は新設した。スペイン語、

フランス語、アラビア語、スワヒリ語、中国語などを話す職員を雇用し、世界の

地域別に担当者を決め、各々の国にある大手の留学斡旋会社並びにブリティシュ・

カウンシルと提携し、現地で留学フェアーを開催するなど、留学生を増やすため

に活発な活動を行うようになった。(42) また大学紹介の様々なパンフレットを作成

し、留学フェアー時に配布し、大学のホームページも立ち上げ、各学部の授業内

容、研究内容、教師陣の紹介、図書館、医療施設、学寮やその他の大学の設備の

詳細な説明、インターナショナル・オフィスの活動や留学生に対する指導や支援

の内容を詳述した。(43)

　次に留学生のための英語支援を積極的に行う既存の語学センターの規模を大き

くし、語学センターのない大学では新たに設置した。(44) 語学センターでは、英語

を第二外国語として教える教員数を大幅に増やし、各大学での英語が母語ではな

い留学生全員を対象にした幅広い英語教育、特にアカデミック・イングリッシュ

の習得に役立つ無料の英語コースを学期中に運営するようになった。(45) 各学生の
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レベルと専門科目により、クラスを編成し、修士課程、博士課程で長い英語での

論文を書かなければならない大学院生に対しては、論文の書き方の指導や添削な

どの指導も始めた。(46) また留学が決定した学生に対しては、夏休み中に短期英語

コースを開講し、授業中のノートのとり方、アカデミック・イングリッシュの書

き方、プリゼンの仕方などを集中的に教え、新学期からの講義、セミナー、チュー

トリアルに備えられるように配慮している。(47) 加えて留学生たちは長文を書くこ

とが不慣れなので、3 時間に及ぶ筆記試験の受け方の秘訣も指導している。(48)

　英語圏、英国の旧植民地、ヨーロッパ圏出身以外の留学生が、英国の大学に入

るためには、IELTS の 4 技能の平均得点が最低 6 以上なくてはならず、学部や大

学によっては 7 以上あるいは 7.5 以上を要求するところもある。(49) IELTS のスコ

アーが 6 未満の学生は、ほとんどの希望大学が一年中開講している自分のレベル

にあった英語コースを受講し、定期的に試験を受け、IELTS のスコアーが 6 以上

になった段階で改めて希望大学への進学が許可される。IELTS のスコアーによっ

て、英語コースの受講期間が変わり、ちなみに IELTS のスコアーが 4 の学生の

場合は、平均して約 1 年間英語コースで学ぶことになるようだ。更に最近では多

くの大学語学センターは Foundation Course と呼ばれる 1 年間の大学入学準備コー

スを運営し、このコースでレポート提出、口頭発表などを含むコースワークを終

了し、最終試験にすべて合格した場合、受校した大学への入学が保証されるシス

テムを導入している。(50) 大学入学を許可する際、英語のレベルの低い留学生を容

易に受け入れるのではなく、時間をかけて英語のレベルを上げ、定めた水準に達

した段階で初めて入学を許可する方式には、格式を重んじ、高いアカデミックの

水準を常に保っていこうという英国の大学の強い決意と誇りが反映されている。(51)

　英国の大半の大学は、インターナショナル・オフィスと語学センターの他にも、

卒業後に英国内あるいはヨーロッパ圏で就職を望む留学生の増加に対応して、英

国人学生だけでなく留学生にも就職のアドバイスを提供するキャリア・オフィス

を設置し始めた。(52) 加えて図書館をイースターやクリスマス、年末年始の休暇以

外は、24 時間開館し、館内に多くのコンピューターを配置し、留学生が落ち着

いて勉学に励むことができるような環境を整え、更に学生寮や学生食堂、カフェ、

スポーツジムなど大学の施設の近代化、留学生が心地よく日々の生活を送ること
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ができる体制を整えるため、多くの大学は多額の資金を投入している。

　多くの大学は学術面で、前述した RAE （Research Assessment Exercises）におい

て高い研究業績をあげることができる教員、研究員を積極的に雇用し、優秀な人

材を世界中から集めるようにもなってきた。(53) 1980 年代でも、英国の大学の現

代語学部では、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、日本語、韓国

語などのネイティブ・スピーカーを専任講師ではなく、9 ヶ月～ 1 年契約のラン

グイッジ・アシスタントとして雇用していた。しかし他の学部では、アイルランド、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドなど英語圏からの外国人

教員を少数ながら雇用していたが、大半の教員は英国人であった。しかし昨今で

は、大学のグローバル化に伴い、教育学部、英文学部、歴史学部、法学部、医学

部、エンジニアリング学部などでもドイツ、イタリア、スウェーデン、フランス、

オランダ、ベルギー、インド、バングラデッシュ、スリランカ、パキスタン、台

湾、中国出身者を優秀であれば、教授、助教授、専任講師として積極的に雇用す

るようになり、教員のグローバル化も進んできた。(54) また中国人留学生の急増に

伴い、インターナショナル・オフィスや語学センターでは必要に迫られて、受付、

事務職員に中国人を雇用することも多くなった。(55)

　前述したような大学側の必死の努力が功を奏し、留学生の大幅な授業料の値上

げにもかかわらず、2000 年以降英国の多くの大学は留学生の数を着実に増やす

ことに成功した。The Complete University Guide Independent Trusted が行った調査

によると、現在欧州連合以外からの英国の大学への留学生の出身地を多い順に列

挙すると、中国、マレーシア、香港、インド、ナイジェリア、アメリカ、サウジ

アラビア、シンガポール、ノルウェー、パキスタン、カナダ、韓国、スリランカ、

ベトナム、バングラデッシュ、ロシア、ブルネイ、アラブ首長国連邦、スイス、

ケニア、タイとなっている。(56) 欧州連合からの留学生の内訳は、ドイツを先頭に、

フランス、キプロス、アイルランド、ギリシャ、ブルガリア、ルーマニア、リト

アニア、ポーランド、イタリア、スペイン、スウェーデン、ラトヴィア、ベルギー、

オランダ、フィンランド、ポルトガル、スロヴァキア、エストニア、オーストリ

アの順になっている。(57)

　1990 年代には英国の大学でほとんど見かけなかったルーマニア、ブルガリア、
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ポーランドのような東欧諸国、ロシア、リトアニア、ラトヴィア、ベルギー、エ

ストニア、アラブ首長国連邦、サウジアラビア、中国からの留学生、並びに上記

のランキングには入っていなかったがブラジルからの留学生も増え始めた。東欧

諸国からの留学生の増加の原因は、これらの国々が新たに欧州連合に加盟したこ

とによると思われる。ブラジルからの留学生が増えた原因は、ブラジル政府が優

秀な学生に奨学金を与え、英国の大学への派遣を積極的に行うようになったため

である。(58) 特に中国本土からの留学生数は 2000 年から徐々に増え始め、2010 年

以降急増し、現在英国のほとんどの大学の留学生の中で一番数が多いのは、中国

本土からの留学生で、2013 年のデータでは、32,325 人が英国の大学で学んでいて、

この数は全留学生の 26 パーセントを占めるそうである。(59)

　次に留学生の間で人気のある教科を人気の高い順に挙げると、ビジネス学、エ

ンジニアリング、工学、社会科学、デザイン、法律学、生物学、コンピューター

サイエンス、現代語、建築学、自然科学、マスコミュニケーション学、数学、医

学、歯学、歴史学、教育学となっている。(60)

　私は 2014 年の夏渡英し、レスター大学、シェフィールド大学を訪問したが、

その時も莫大な数の中国人留学生をキャンパス内で見かけ、その数に驚いた。そ

の状況を詳しく知るために、レスター大学の副学長スティーブ・キング教授にま

ず聞き書きを行った。

レスター大学で学ぶ中国人の数が急増し始めたのはここ 5 年位である。2014

年 7 月に同大学から学士号を取得した中国人学生数は 220 人にも上り、中国

人学生の全員の名前を学位授与式で一人一人正確に読み上げるため、中国人

の知人に頼み練習を重ねた。その成果が実り、なんとか乗り切ることができ

たばかりか、中国人の父兄を感激させた。しかし 2015 年 1 月に行われる修

士号取得者のための卒業式では、700 人以上の中国人の名前をまた読み上げ

なくてはならないので、今から頭が痛い。(61)

　レスター大学で学ぶ中国人学生の大半は、エンジニアリング、ビジネス学、経

営学、経済学を専攻しており、文科系で人気があるのは、マスコミュニケーショ
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ン学部と英語教師養成講座のある教育学部だそうで、英文学部、歴史学部にはほ

とんどいないそうだ。(62)

　またシェフィールド大学のインターナショナル・オフィス長の話では、2013

年の時点で、同大学の学部に在籍している中国本土からの留学生数は、約 700 人

で、大学院（主に修士課程）に在籍している学生数は 2000 人にも及ぶとのこと

で、レスター大学同様、エンジニアリング、ビジネス学、経営学、会計学、財政

学、経済学を専攻する学生が大半を占めるという。(63)

　それでは次に中国本土からの留学生が急増した理由を探ってみたい。中国経済

の急発展に伴い、富裕層が増え、英語圏特に米国、英国で子女に大学教育を受け

させたいと考える両親が多くなったことがまず挙げられる。(64) また富裕層でなく

ても、一人っ子政策のため、中層階級の両親たちの間でも、最高の教育を受けさ

せたいと望むものが増加してきたことも事実だ。そして英国の大学では、国際語

である英語が習得でき、専門科目も併せて学べることも魅力的である。更に前述

したように英国には大学が 134 校しかなく、バッキンガム大学以外はすべて国立

大学であり、世界の大学トップ 150 校の上位に名を連ねる大学も多い。加えて世

界的に著名な学者をはじめ、研究業績並びに学歴が優れている教員が多く、教育

スタンダードも研究レベルも極めて高く、講義、チュートリアル、セミナーなど

教授法も定評がある。(65) このような理由で、米国より英国の大学を選択する中国

人学生が最近とみに増えてきたそうだ。シェフィールド大学のインターナショ

ナル・オフィス長の話によると、中国人学生は世界の大学ランキングに敏感で、

世界の大学トップ 150 校にランクインしている大学に入学したがる。(66) 留学生は

オックスフォード、ケンブリッジ大学で学びたいと思うが、両大学に入学するこ

とは大変難しい。そのため 150 校にランキングしているロンドン、エジンバラ、

シェフィールド、レスター大学などに入学希望者が殺到し、その一方で以前ポリ

テクニックと呼ばれ現在は新大学となった大学ランキングの低い大学へは入りた

がらないそうだ。(67)

　欧州連合以外の留学生の間で人気のある大学は、マンチェスター、ロンドン、

ノッティンガム、エジンバラ、ウォーリック、シェフィールド、レスター、リー

ズ大学などで、新大学の中ではロンドンとその周辺にあるグリニッジ、ミドルセッ
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クス、ベッドフォードシャー大学である。(68)

　また特筆したいことは、ここ 5 年間の中国本土からの莫大な数の留学生は、シェ

フィールド、レスターなどの地域経済にも影響を及ぼしたことだ。たとえばレス

ター大学のあるレスター市では、中華料理のレストランやテイクアウトの店舗数

が増え、レストランのメニューも昔に比べて豊富で、味も向上し、値段も手ごろ

になった。大学の学食や寮では、チャーハン、焼きそばなどがメニューに加わっ

たという話である。(69) また中華料理の食材を専門に販売する店も開店し、英国大

手のスーパーでもうどん、中華そば、しょうゆなど中華料理や日本料理の食材や

調味料が手軽に購入できるようになった。(70) 市内には中国人留学生向けの航空チ

ケットを専門に扱う旅行代理店まででき、市内の公共図書館にも中国語の書物が

置かれるようになった。(71) 夕方開講する一般市民、在学生を対象にした大学のコ

ミュニティー・カレッジでも、市内の成人学級でも中国語の講座が始まり、人気

を集めている。公立の中等学校でも中国語を教えるところがでてきたことも耳に

した。(72) 更にアメリカン・エクスプレス社内の主な外国為替レートの掲示板には、

日本円に代わって、中国の元が登場するようになった。シェフィールド大学があ

るシェフィールド市でも、レスターと同じような現象が見られ、中国人学生相手

の美容院まででき、市内にも中国語の看板が目につくようになった。(73) ラフバラ

大学のキャンパス内には、中華料理のレストランまでオープンしたとのことだ。

(74) このように英国の大学のグローバル化は大学の赤字財政の立て直しに大いに

役立っただけでなく、地域ビジネスの活性化にも貢献していることが今回の調査

で判明した。

おわりに

　本稿では、英国の大学における学生並びに教員のグローバル化について考察し

てきたが、最後に英国の大学が抱えている懸念事項にも言及したい。前述したよ

うに、現在英国の大学には中国人学生があふれるほどいて、そのために多くの収

入を得るようになった大学も多い。しかしこれから 10 年後にも同じ数の中国人

学生が英国の大学で学んでいるかどうか疑問視する大学関係者が多いことも事実
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だ。(75) 英語で講義を行うようになってきているフランス、ドイツ、ベルギー、オ

ランダなどのヨーロッパの名門大学への入学を希望する中国人学生が今後増える

のではないかと考える人も少なくなかった。(76) 英語に加えて、ヨーロッパの主要

言語をもうひとつ学習でき、英国の大学に比べて授業料がかなり安いのも中国人

学生にとっては魅力的であろう。(77) 10 年後には中国の多くの大学のレベルがか

なり上がり、大金を使ってまで英国の大学で勉強したいと思う中国人学生数は大

幅に減少するのではと懸念する大学関係者もいる。(78)

　こういう事態を迎える前に新しい策を講じ、実際に取り組み始めた大学もい

くつかある。まず海外在住の英国人学生や全世界の学生を対象にした通信講座

(Distance Learning Courses) を新設する大学も増えてきた。またノッティンガム大

学のように、中国、マレーシアなどに分校を設立する大学も登場し、分校設立地

も中国、マレーシア、シンガポール、インド、オーストラリア、サウジアラビア

など多岐に亘るようになった。(79) 更に現在でも海外の大学と資金を出しあって、

パートナーシップを結び、新しい大学をそのパートナーの国に設立し、英国の大

学で働く教員を現地の大学に派遣し、授業をさせ、また現地の学生が 1 年間英国

の大学で学ぶことを義務付けるコースを実際設けている大学もある。

　更に英国の大学でグローバル化が進み、留学生の数が急激に増えたことで、こ

れまで長い間誇ってきた高い教育水準を保ち続けることが果たして可能なのかと

いう疑問を抱く教員が増えていることも事実だ。(80) 特に 1 年で終了できるフルタ

イムのコースワークを中心とした修士課程は留学生の間で人気を博しているが、

定員数は最高でも 30 名ぐらいである。そのため確実な収入源となる留学生を優

先し、英国人学生がほとんど入れず、受講生の大半が留学生であるというコース

も増えていると聞く。(81) 特に英語圏以外の留学生でほとんど占められているクラ

スは、従来の修士課程のコースよりも、レベルをかなり落として教えなければな

らなくなったのも事実のようだ。(82) やはり英国の大学なのだから英国人学生を少

なくとも 50 パーセントは入れるべきではないのだろうか。

　最後に日本の大学は、英国の大学のグローバル化から何を学ぶべきなのか。本

稿の冒頭で述べたように、最近では日本の大学にも国際学部、国際交流学部、国

際社会学部、国際教養学部などが新設され、国際化に積極的に取り組もうという
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動きがみられるのはグローバル化への第一歩であろう。(83) しかし実際このような

学部で学ぶ外国人学生の数は、大学のレベルにもよるが、偏差値が下位の大学で

は大きく定員割れをし、努力して新設した学部が閉鎖に追いやられるというケー

スも増えてきたと聞く。中国人の学生は前述したように、大学の世界ランキング

にこだわる傾向があるが、日本の大学の中でトップ 150 校に入っているのは東京

大学（23 位）と京都大学（52 位）と東京工業大学（125 位）だけである。(84) 医学、

看護学、薬学、物理学、化学、工学のような分野においては、日本の研究者はノー

ベル賞を受賞するなど世界的にも注目されているが、文科系では英語の著書並び

に論文を数多く執筆し、国際的な研究業績をあげている研究者や海外の学者との

共同研究などに携わっている研究者も数少ない。加えて留学生のためにすべて英

語で授業を行うようなクラスの数も非常に限られ、そういったクラスで留学生と

共に学ぶ日本人学生の英語のレベルも低いことから、日本の大学におけるグロー

バル化はそう容易には実現できそうにない。(85) 日本の中学校、高校、大学におけ

る英語教育を見直し、聞く、話す技能を高めるような授業計画を導入し、欧米の

学校で中等教育から行われているような英語によるプレゼンや討論、アカデミッ

ク・ライティングの練習を広く取り入れ、国際舞台で活躍するような人材を養成

することが可能となれば、日本の大学のグローバル化も一歩前進するであろう。

また文科系の分野においても国際的に名の知れた教員を国籍、ジェンダーを問わ

ず積極的に雇用することによって、各大学の世界ランキングを高めていくことで

も日本の大学のグローバル化は進んでいくことであろう。

　本稿の考察が、今後の日本の大学のグローバル化にとって何らかの参考になれ

ばと願う。
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